
ンヴイザレ

一生に一度の家づくり。

日々の暮らしやすさはも

憧れのインテリアが楽し

「プラスワンリビング」&
夢を叶えた8軒のお宅を

「ボン

ちろん

める住
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優雅なラインを拙く階段が見せ場の、開放的なリビング。アメリカ製のボリュームのあるソファを、木々が望める窓に向けてレイアウトしています。



やわらかな日ざしが入る

リビングの窓辺。パリ

のカフェを思わせる椅子

とテーカレに、古くて味

わいのあるものやオフ

ジェをあしらった、フレ

ンチシックなコーナー。
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1アイアンの室内窓越しに見えるダイ

ニン塊 2どっしりとした木の質感成

フランスの田舎家のような雰囲気。

テーブルは東京・目黒の「Found」 で

運命的な出会いをしたもの。「2m幅

で奥行きが70cmと いう、細長いテー

ブルをイメージしていたら、ぴったり

のものに出会えて、ひと目惚れでし

た」。椅子 は「H P Deco」 と「シャン

ブル ドニーム ブロカント」で見つけ

たアンティーク。

イ

3、 75才の息子さんの子ども部屋は、

グレイッシュなブルーを基調にパリの

子ども部屋っぽくコーディネート。「男

の子の部屋をかわいくできるのは小

さいうちだけだから、今は私の好き

にさせてもらっています (笑 )」 4グ レ

ーのチェストは、ナチュラルな木目色

だったものをペイントリメイク。5リ ビ

ング脇のワークコーナー。「今は子ど

もの遊び場になっています」6子ども

部屋のドアサインは、カラフルなアル

ファベットで名前のタイボグラフィを。
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ドプ越 しとこ、懇越しをこ

のぞ静込む改うな、

美しい発最ほ魅ぜられて

≧

ぱ

控
撃

翔

は
、
意
外
に
も
最
近
の
こ
と
。
現
在
の

お
住
ま
い
を
新
築
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

「
イ
ン
テ
リ
ア
の
本
や
雑
誌
を
買
い
集

め
て
、
好
き
な
雰
囲
気
の
家
を
抜
き
出

し
て
み
る
と
、
心
を
ひ
か
れ
る
の
は
み

ん
な
海
外

の
お
宅
で
し
た
」
。
そ
れ
ら

の
家
か
ら

「
日
本
の
家
と
ど
こ
が
違
う

の
か
、
ど
う
し
て
素
敵
と
感
じ
る
の
か
」

を
読
み
と
き
、
い
く

つ
か
の
ポ
イ
ン
ト

を
見

つ
け
た
Ｎ
さ
ん
。

「
ひ
と

つ
は

″
越
し
″
に
見
え
る
こ
と
。

ド
ア
越
し
や
壁
越
し
に
切
り
と
ら
れ
た

よ
う
に
見
え
る
シ
ー
ン
に
心
を
奪
わ
れ

ま
し
た
。
次
に
ひ
か
れ
た
の
は
、
家
そ

の
も
の
は
ク
ラ
ン
カ
ル
で
、
そ
こ
に
モ

ダ

ン
な
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
イ

ル
。
素
敵
と
思
う
お
宅
は
、
だ
い
た
い

そ
う
い
う
感
じ
で
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

だ

い
た
い
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
お
宅
で
し
た

（笑
こ

自
ら
見

つ
け
出
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
意

識
し
て
、
袖
壁
や
室
内
窓
で

ク
越
し
″

の
空
間
を

つ
く
り
、

ル
ー
バ
ー
扉
や
窓

枠

で
ク
ラ
ン
カ

ル
な
要
素
を
と
り
入

れ
、
完
成
し
た
理
想
の
家
。

「
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
家
が
で
き
た
の

で
、
モ
ダ

ン
な
も
の
や
味
わ
い
の
あ
る

も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
、
シ
ー
ン
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
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白い腰板壁のリビングは、洗練

された大人のカントリー。日一

テージルは、リプロダクション

のダイニングテーブルの月却を力

ット。マットは、西田さんが3年

ほどかけて、裂き編みしたもの。

一義蕪雲ン /
/

′

ェニエ,T~
il―

‐~i‐  ―
;

ィ ンド

―羮 斗■=

ロ

″



:―

覇

寵奥様がベルギーの蚤の

市で一目惚れしたブラケッ

トライト。Z「照明類は一

目惚れしたブラケットライ

トと雰囲気の似た真鍮製

のものを集めるようにな

り、 ブロカント通いもいっ

そう楽しくなりました」

を

ライギリス製のブックケースを

食器棚に。二「家具類は、日本

に帰国したときにマンション暮

らしになるのか戸建てになるの

かわからなかったので、 とにか

く、 ′`」ヽぶりで高さのないもの
″

を合言葉に揃えていきました

(笑 )」 蜃開放的な吹き抜け階段

の壁には、ベルギー名産のコ

ブラン織りのタペストリーを飾

ってアクセンドに。

当時の暮らしに思いを馳ム
ロマンにひたるひととき

島o『nl)into

工
犠

コールドのソファと、大きな鏡を携えたマントルピース。存在感のあるものが互いを引き立て格調高い空間に。
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